
い
わ
き
の
里
ま
つ
り
は
、
今
回
で
四
回
目
を
迎

え
ま
す
。

ご
利
用
者
様
・
ご
来
場
の
皆
様
に
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
が
知

恵
を
出
し
合
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
案
内
チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

日

時
：
九
月
十
日
（
土
）

午
後
二
時
～
四
時

場

所
：
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
よ
し
ま

駐
車
場

催
し
物
：
屋
台
・
娯
楽
・
余
興
・
他

他

※
 

荒
天
の
場
合
は
、
施
設
建
物
内
で

実
施
し
ま
す
。

※
 

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

い
わ
き
の
里
で
は
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
・
職
務
経
歴
書
を
ペ
ー
ジ

下
の
住
所
ま
で
郵
送
し
て
下
さ
い
。

①

勤
務
地

［
い
わ
き
市
好
間
町
］

・
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
よ
し
ま

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
よ
し
ま

・
小
規
模
多
機
能
型
つ
ど
い

［
い
わ
き
市
明
治
団
地
］

・
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
な
た

②

職
種

・
介
護
職
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
（
パ
ー
ト
）

※
 

夜
勤
が
で
き
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。

日
勤
の
み
で
も
可
能
で
す
。

パ
ー
ト
の
勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

［平成２８年］

７月 七夕飾り作成
８月 いわきおどり
９月 いわきの里まつり・

お月見
１０月 芋煮会・避難訓練
１１月 紅葉狩り
１２月 クリスマス会

［平成２９年］

１月 お正月
２月 節分
３月 ひなまつり

お誕生会も開催します。お楽しみに！

接
遇
と
は
「
相
手
に
対
し
て
、
お
も
て
な
し
を

す
る
心
の
表
現
」
で
す
。

い
わ
き
の
里
で
は
、
こ
の
基
本
を
忘
れ
ず
心
の

こ
も
っ
た
応
対
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
へ
の
応
対
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
電
話
・
接
客
マ
ナ
ー
な
ど
、
職
員
全
員

が
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
に
積
極
的
な
応
対
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

接
遇
委
員
会
で
は
、
ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
様

な
ど
に
対
す
る
日
常
の
応
対
状
況
の
確
認
、
活
動

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
の
研
修
に
よ
り
、
職
員
全

員
が
目
標
達
成
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
目
標
】

・
七
月

「
言
葉
美
人
」

・
八
月
・
九
月
「
動
作
美
人
」

五
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
、
「
２
０
１
６
つ

く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
大
会
」
に
、
当

法
人
の
職
員
が
参
加
し
見
事
に
完
歩
し
ま
し
た
。

本
人
い
わ
く
、
「
四
十
代
最
後
の
年
、
今
年
も

百
㎞
を
歩
い
て
参
り
ま
し
た
。
二
年
前
の
大
会
で

は
、
周
り
の
参
加
者
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
何
と
か

完
歩
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
自
分

の
心
と
体
へ
の
挑
戦
と
い
う
決
意
で
参
加
し
ま
し

た
。
一
歩
一
歩
の
積
み
重

ね
が
完
歩
と
い
う
結
果
に

つ
な
が
り
、
ゴ
ー
ル
し
た

瞬
間
の
達
成
感
と
安
堵
感
、

そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
が

一
番
の
収
穫
で
し
た
。
」

こ
れ
か
ら
も
、
完
歩
を

目
指
し
て
継
続
し
て
下
さ

い
。

いわきの里だより 第１４号 （４）

地域密着型特別養護老人ホーム サンシャインよしま
地域密着型特別養護老人ホーム ひなた

ショートステイよしま
小規模多機能型つどい

第14号

社会福祉法人 いわきの里

〒970-1145 福島県いわき市好間町北好間字外川原33-1
◆ TEL：0246-36-6006(代表) ◆ FAX：0246-36-6016
◆ E-mail：soumu@iwakinosato.jp ◆ ホームページ：http://iwakinosato.jp/

行 事 予 定

編

集

後

記

基本理念

発

行

１．私達は、利用者の皆様の尊厳を保障し、お一人お一人が最期まで輝き続け「よりよき老後」を

お過ごしいただけるよう支援します。

１．地域の皆様の拠り所として信頼され、発展し続ける施設を目指します。

「
い
わ
き
の
里
だ
よ
り
」
第
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

八
月
に
入
り
、
い
わ
き
市
で
は
「
平
七
夕
ま
つ
り
」
「
い

わ
き
花
火
大
会
」
「
い
わ
き
お
ど
り
」
な
ど
の
た
く
さ
ん
の

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

九
月
に
は
、
い
わ
き
の
里
で
も
恒
例
の
「
い
わ
き
の
里
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、
様
々
な
最
新

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

［
編
集
担
当
］

吉
田
・
若
松
・
山
﨑

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
大
会

平成28年8月1日

発行責任者

統括施設長 廷々 礼子

特別養護老人ホーム サンシャインよしま

セ
ラ
ピ
ー
担
当
の
ロ
ン
で
す
！

接
遇
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

初夏の国宝白水阿弥陀堂にて

い
わ
き
の
里
ま
つ
り
開
催
！

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

六
月
十
一
日
、
い
わ
き
の
里
の
セ
ラ
ピ
ー
担
当

の
「
ロ
ン
ち
ゃ
ん
」
が
虹
の
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

い
わ
き
の
里
で
は
、
四
年
間
、
ご
利
用
者
様
に

「
癒
し
」
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
、
そ
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。



いわきの里だより 第１４号 （２）いわきの里だより（３） 第１４号

国宝白水阿弥陀堂で、初夏の新緑を楽しんできました。
天気にも恵まれ、心地よい風を受けながら散歩を楽しんでいただきました。

ト

ピ

ッ
ク

ス

「
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
な
た
」
に
お

い
て
、
い
わ
き
市
内
で
活
動
し
て
い
る
「
よ
さ
こ
い
チ
ー

ム
」
と
「
サ
ン
バ
チ
ー
ム
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
踊
り
と

音
楽
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆

五
月
二
十
九
日
は
、
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
い
わ
き
徳

姫
よ
さ
こ
い
倶
楽
部
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
豪
快
な
踊
り

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

施
設
の
玄
関
前
で
、
大
旗
を
振
り
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

華
麗
に
舞
う
踊
り
に
、
ご
近
所
の
方
か
ら
も
大
き
な
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

お誕生日を迎えられた方々です。
皆さんに施設オリジナルのバースデイケーキが振る舞われ、他のご利用者様と
一緒にお祝いしました。

◆

食
中
毒
予
防

日
本
の
夏
は
、
高
温
多
湿
、
特
に
最
近
は
、
温
暖
化
の

影
響
も
あ
り
食
中
毒
菌
に
と
っ
て
は
、
絶
好
の
環
境
で
す
。

し
か
し
原
因
菌
の
種
類
に
よ
り
増
え
る
時
期
が
異
な
る
た

め
、
年
間
を
通
し
て
の
注
意
が
必
要
で
す
。

【
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
】

①
つ
け
な
い

手
洗
い
、
調
理
道
具
の
消
毒
、
殺
菌
（
熱
湯
、
ハ
イ
タ

ー
、
ア
ル
コ
ー
ル
）

②
増
や
さ
な
い

迅
速
・
温
度
管
理
（
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
活
用
、
調
理

済
み
食
品
は
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
る
）

③
や
っ
つ
け
る

加
熱
（
八
十
五
度
で
一
分
以
上
）

【
加
工
食
品
の
期
限
表
示
】

①
賞
味
期
限

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

期
限
で
す
。
（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

カ
ッ
プ
麺
、
缶
詰
等
）

②
消
費
期
限

食
べ
て
も
安
全
な
期
限
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
ら
お
勧

め
し
ま
せ
ん
。
（
弁
当
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
惣
菜
等
）

☆

ふ
た
や
包
装
を
開
け
て
し
ま
っ
た
ら
期
限
に
か
か
わ

ら
ず
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆

熱
中
症
予
防

・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
、
高
齢
者
（
六
十
五
才

以
上
）
で
す
。
水
分
補
給
と
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

・
熱
中
症
は
、
室
内
で
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
夜
も

注
意
が
必
要
で
す
。

【
高
齢
者
に
お
け
る
脱
水
症
の
原
因
】

①
体
内
の
水
分
量
は
、
こ
ど
も
70
％
、

成
人
60
％
、
高
齢
者
50
％
と
通
常
の

場
合
、
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
身

体
内
の
水
分
量
が
低
下
し
、
脱
水
症

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
筋
肉
は

身
体
内
で
も
っ
と
も
水
分
量
の
多
い

器
官
で
す
。
筋
肉
量
の
低
下
と
共
に

身
体
内
の
水
分
貯
蔵
量
も
減
少
し
ま
す
。

②
加
齢
に
よ
り
の
ど
の
渇
き
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
り

ま
す
。

③
食
事
量
が
減
り
、
水
分
摂
取
量
も
減
り
ま
す
。

④
ト
イ
レ
の
回
数
を
少
な
く
す
る
た
め
自
分
で
水
分
制
限

を
し
て
水
分
不
足
に
な
り
ま
す
。

⑤
治
療
薬
が
利
尿
効
果
を
持
つ
場
合
が
多
い
た
め
、
体
内

水
分
の
損
失
が
多
く
な
り
ま
す
。

☆

予
防
ポ
イ
ン
ト

寝
る
前
だ
か
ら
と
言
っ
て
水
分
を

我
慢
せ
ず
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

又
汗
を
か
い
た
時
は
、
イ
オ
ン
飲

料
等
の
補
給
も
必
要
で
す
。

暑
さ
を
感
じ
な
く
て
も
部

屋
の
温
度
、
湿
度
管
理
が

で
き
る
よ
う
に
温
度
計
、

湿
度
計
で
管
理
し
ま
し
ょ

う
。

エ
ア
コ
ン
が
苦
手
な
方
は
、

風
向
き
や
扇
風
機
な
ど
で

調
整
し
ま
し
ょ
う
。

☆

管
理
栄
養
士
に
よ
る
、
保
健
指
導
や
食
生
活
等
の
相

談
も
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声
か
け
下

さ
い
。 ５月２３日、特別養護老人ホー

ムサンシャインよしまにおいて、
内郷消防署の立会いによる避難訓
練を実施しました。
避難ルートの確認、初期消火活動、
消防署への通報などの手順を確認
しました。また、５月１２日には、
特別養護老人ホームひなたにおい
ても、平消防署の立会いによる避
難訓練を
実施しま
した。

７月７日、特別養護老人ホーム
サンシャインよしまにおいて、赤
井中学校の生徒さんによる体験学
習が行われました。
介護の現場を生で見て、歌・踊り
・ゲームなどでご利用者様とのふ
れあいを体験しました。

６月３日、特別養護老人ホーム
ひなたにおいて、平幼稚園の園児
の皆さんによる「花の日訪問」が
行われました。

今回の訪問では、ご利用者様へ
の花束の贈呈と園長先生の生ギタ
ーの伴奏による園児たちの可愛ら

しい歌声と
ふれあいを
届けていた
だきました。

◆

六
月
十
八
日
は
、
サ
ン
バ
チ
ー
ム
「
い
わ
き
ベ
レ
ー

ザ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
華
麗
な
サ
ン
バ
の
踊
り
と
音
楽

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
踊
る
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、
手
作
り

の
マ
ラ
カ
ス
を
振
り
な
が
ら
、
普
段
は
観
る
こ
と
が
で
き

な
い
サ
ン
バ
の
踊
り
で
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。


